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『失われた時を求めて』の創作過程におけるゲルマント夫人像の変遷
一一初登場の場面をめくずって一一
和田章男
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小説において作中人物をいかに登場させるかは作家にとって最も大きな関心事
の一つであろう。ブルーストの大作に登場する数多くの人物の中でも、主人公の
恋愛の対象となるジルベルトとゲルマント夫人 11 はそれぞれ「メゼグリーズの方」
と「ゲルマントの方」を体現する女性として、第一巻第一部「コンブレー」にお
いて初めて姿を現す。その登場は習慣に支配されたコンブレーの世界での数少な
い事件を形成し、小説の後の展開にも大きく関わるものであるだけに、なおさら
重要な場面である。ジルベルトについては以前に論じたことがあるのでヘ本稿
ではゲルマント夫人の登場場面の創作過程を考察することによって、彼女の像が
いかに変化したかをたどるとともに、プルーストの小説技法および創作法の一端
を明らかにしたい。
まず問題の場面を含む草稿を分類すると以下のようになる。
第一期 カイエ 4 (1 909年初頭) 下書き用カイエ 11 (1 コンブレー J) .1) 
カイエ12 (1 909年中頃) モンタージュ用カイエ (1 コンブレー J)
第二期 カイエ13 (1 910年中頃) 下書き用カイエ (1ゲルマント J)
カイエ11 (1 911年春頃) モンタージュ用カイエ (1 コンブレーJ)
時期を二つに分けた理由は、一つには内容両において大きな相違があるからであ
1) rゲルマント夫人」とはもちろん決定稿における「ゲルマント公時夫人」を指すが、草稿に
おいては、 1910年の中頃まで「伯爵夫人」となっているため、本稿では ljíー に「ゲルマント夫
人」 と"乎ぶ。
2) A. \.へ!ada ，“ La rr饌tion romanesquc de Proust : 騁ude g駭騁iquc sur la prcmiとrc apparition de 
Gilbertc >>・ E/udcs dc La l1f.{u(, c/ Lil/れ'U/ U rc Fra 11(:α iscs ， N“ 54 , 1989 , pp.l26-140. 
3 )プルーストのカイエは「下書き」、「モンタージユ」そして「消書'J の iつの種知に分けるこ
とができる。「下前:き」においては断片ごとに執筆し、「モンタージユ」の段階で物語の筋に
来Il.み :\i: て、それをもとに r;j';-iJfJ を作成する。その後、タイプb;〔稿、校正llìlJ りと jffi むが、プ
jルレ一ストのt場劫イ介?はとどεの段ド問i
4 ) カツコ|ド内j付サにはこれらのカイエの中でで、司巾1，心L 、となつている物j語i出百を記す O
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る。とりわけ背景が異なり、第一期で、は主人公が家族とともに散歩している途中
にゲルマント夫人が馬車に乗って通りすがる。それに対-して第二期では、決定稿
と同様に彼女はコンブレーの教会に現れるのである。これらはむしろ異なるエピ
ソードと見倣してもいいかも知れなし」この区分はまた草稿帳の性格にも基づい
ている。ブルーストの通常の執筆順は〔下書き〕→〔モンタージュ〕→〔清書〕
と進むことを考慮すると、第二期において再び下書きおよびモンタージュが書か
れるのは新たな創作が始まったと考えられるのである。さらに出版拒存という事
情も無視できない。ブルーストは 1909年夏頃から出版社を探し始め、フイガロ紙
に発表できる目処がつき、小説冒頭部に関してはタイプ稿にまで、至ったが、結局
この計画は頓挫してしまう 3io このため小説は大きく変化発展してゆくことに
なったのである。問題の場面の変化もこの大きな流れによってもたらされたと言
える。
第一期の草稿の分析(カイ工 4 、 12)
第一期に属するこの二つの草稿帳においてゲルマント夫人は馬車に乗って主人
公のそばを通り過ぎる。
Puis nous rejoignions la grande route par Oﾙ 110US revenions ?Combray et Oﾙ 
quelquefois passait une cal鐵he ot? I'on devinait une femme jeune et des 
cheveux dor駸. ( C'est la comtesse de Garmantes ti) )), nous di比t un paysan , 
〈肘> ,) voula川 (pas ta叫> di陀仰i川 di陀凶引I par l? qド1肘 C白ette 【clan町 s'appelait la 
Ctesse !)ハI de Ga剖rr唱"mantes ， mais que c'騁ait la Comtesse clu ch穰eau de Gal・，
mantes.I() (Cahier 4, ['''341・・'-35r")
Un jour nous nous ra時eâmes (vite> pour ne pas 黎re renvers駸 par un 
5) 1909年秋に作成されたタイプ以稿については、 A. Wa【!日・“し a dactylograhie probl?l1atiquc dl' 
Combra,l')). Eqllilloxc. N" 2. 1988. pp.155-179 を参!!立のこと。
6 )プルーストは 1909年春頃、“ GU l' r ll1 antes ))ではなく“ Gal・ll1 antl‘日"という1'1 を使っている。
これは「ゲルマント」が実杭の貴族名であり、その末商が現存する場介を気づかっていたか
らであるリ彼は友人のロリスにそのことを問L 、合わせているが(ctοITl'S/>07u!all{'('. IX. p.102) 、
返事をもらえないまま再び「ゲルマント」の名を J.-H \，、ることになる。
7) < >は挿入部分、イタリ y ク丈'[:は削除部分を指す。
8 )ブルーストはこの例 I!万を消し忘れている。
9 )革稿においてはしばしば省111桁iiiが1í主われている。
10) ..¥!a rl'l'!z(, rc !z c rll Icmps />l'rdu (以下 N. '/'.1そと附す). Galli ll1 ard. “日 ibliothè'quc de la PI(>iadc). 
1987 -1989. I. p.809 
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cal鐵he qui passait ?toute vitesse , conduite par des postillons poudr駸. Par le 
vitrage je devinai plut? que je ne l'apercus (sous un voile) une ravissante 
femme blonde qui jetant sur nous un regard dédaigneux , sembla montrer en 
riant ?quelqu'un qui 騁ait avec ele dans la voiture notre troupe peu 駘馮ante. 
Mais d駛? ele avait disparu dans la poussi鑽e. Un cantonnier qui avait enlev?
son chapeau sur la route nous dit C'est la comtesse de Guermantes , Guerｭ
mantes signifiant plut? pour lui du reste le nom du ch穰eau o?habitait la 
Comtesse que son propre nom […] 11 (Cahier 12 , f"341・，，)
この二つの草稿に関してはクローデイーヌ・ケマールの見事な論考がある 12)O
彼女は決定稿と比較しつつ、次のような相違点を挙げている。( 1 )背景が異なっ
ていること、( 2 )出会いの前にゲルマント夫人に対する夢想がなく、したがって
現実と夢との衝突による失望がないこと、( 3 )ゲルマント夫人が退場してからそ
の名が明らかにされていること、( 4 )出会いの時間が極めて短いこと口そして二
つの草稿の聞の相違として、( l' )カイエ 4 では「繰り返し」を表す半過去形が
使われているのに対して、カイエ12で、は単純過去形に変えられ、「出会い」が一回
限りの出来事となったこと一一一このことは“ quelquefois)) (r時々 J) を“ un
jour)) (rある日 J) に変更していることからもわかる一一一、( 2' )カイエ 4 でゲル
マント夫人は近づきがたい大貴族のイメージのままだが、カイエロでは主人公は
想像力によって彼女との恋愛の可能性を信じること、を指摘している。このよう
にケマールの考察は草稿と印刷稿との比較に重点が置かれており、草稿聞の相違
は二点のみである。彼女の研究はプルーストの草稿研究史における初期に属して
いるため、これも当然、のことであり、決定稿と異なるテクストの存在自体が興味
深かったのである。しかしながらテクストの生成過程を研究する際には、決定稿
と草稿とのご項対立ではなく、テクストの変化発展を段階ごとに追ってゆく必要
がある。ケマールの分析を踏まえながら、カイエ 4 とカイエ 12の二つのヴァー
ジョンをより詳細に比較検討すると、作者の関心がどこにあるのかいっそう明ら
かになる。
観察から印象ヘ一一場面設定 カイエ 4 には書かれていなかった((?toute vitesse 川
1) R. 1'.1そ， I. p.826. 
12) C. Qué ll1 ar. “ Sur cleux vcrsion日 ancienncs dcs 、。tés" cle COl1bray ). Ellldrs jmJllslil'Il1 1山 II.
pp.l 59-282. またゲルマント夫人保全体の変遷については、 Enid G. l'vlarantz の次の斗論文を
参!l(\のこと、“ VCI' S un portrait de la cluchessc cll' Gucrm<lntl's : PrOll 日t ct son art cle "rcpcints 
succcssi fs" ))・ Eqlli12oxe， N" 2, 198. pp.63-90,“ La 1\長 ta ll1 orphosl' dl' la cluchcssc 【Il、 Gllcrmantl's 
dans 1(' Cahicr 6). BlIll'iin d 'fn(orm日 li口12S JうりlI sliCIlIlCS. N" 21 , 1990 , pp.23-34 
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(r全速力で、J) や、また αvite 抄 (r早く J) という加筆がカイエロにおいて現れ、
場面展開の早さが強調されるようになっている。ゆっくりと観察する時間はなく、
す時の印象が問題とされるようになったと考えられる。またケマールによれば、
ゲルマント夫人の名は彼女が立ち去ってから明らかになるということだが、実の
ところカイエ 4 では彼女の馬車が通過している最中に農夫によってその名が告げ
られている。それに反してカイエロにおいては、「彼女はすでに消え去っていた」
と大過去形によって書かれているように、名が明かされるのは確かに退場の後で
ある。つまり主人公がゲルマント夫人を見ている時は、彼女は無名の存在であり、
したがって名によって喚起される夢想も知識も介入する余地はないと言える。か
くして主人公は混じり気のない第一印象を持つことになるのである。さらにカイ
エロでは、「窓ガラス」を通して貴婦人の姿が見えるということにも注意を向ける
必要がある。ガラスは透明であるにせよ、光の反射などによって明瞭なる観察は
妨げられるであろうし、「ヴェールの下に」という加筆はいっそう視界の不透明性
を強めている。その上、馬車は「挨の中」に消えてゆくのであり、通過の際にも
砂ぼこりを上げていたであろうと想定されるのである。
客観から主観へ一一認識の様態 これはもちろん観察から印象へという動きと密
接に関係している。上では場面設定を問題にしたが、ここではゲルマント夫人が
どのように認識されるかを考察したい。この点について、二つの草稿の聞に見ら
れる大きな相違は、認識の主体が“ on ぬから“ Je ))に変わっていることである。
またカイエ12の段階で、(( je devinai plut? que je l' aperçus 川や“ sembla りなどの
ような表現が現れていることも注目に値する。(( apercevoir パま視覚によって知覚
することであるのに対し、 “ deviner パま推量、直観によって言い当てることを意
味する。最後にゲルマント夫人がどのように形容されているか見ておこう。カイ
エ 4 では「若い金髪の女性」と描かれているが、年齢や髪の色は客観的な特徴で
ある。しかるにカイエロにおいては「うっとりするような女性」というような極
めて主観的な形容詞が付けられている。しかも「金髪の」い blonde ) )という客
観性の高い形容詞が削除されているのである。 以上のことから客体の認識の仕方
が、カイエ12に至って主観的なものに変わってきたと言うことができる。
まなざし プルーストにおいては、まなざしの交換が恋愛発生の重要な契機と
なっているが、その考え方自体はカイエ 4 の段階から既に見られる一一「恋愛が
生まれるには、女性がわれわれをじっと見つめ、彼女が自分のものになるかも知
れないとわれわれが感じるだけで十分であることを学んだのは、ガルマントへの
街道に通じる小道一一一私は後にそれがメゼグリーズにまで達しているのを知った
ーーにおいてであった。しかし、恋愛が生まれるには、女性がわれわれから視線
をそらし、彼女は自分のものにはならないだろうと感じるだけで十分であること
c:c: :J:J 
を知ったのはガルマントの街道においてであったoJ 1:0 しかしながらこの草稿の
「出会い」の場面では、ゲルマント夫人のまなざしについての記述はなく、カイエ
12に至って初めて彼女は「侮蔑的なまなざし」を主人公およびその家族に向ける
ようになるのである。カイエ 4 において既に提示されていた恋愛観が実例によっ
て具体化されたわけである。このように創作の過程では、理論が実例に先立って
いることはしばしば見受けられる。ところで、カイエ12におけるゲルマント夫人
のまなざしが、決定稿とは正反対に「侮蔑的」であることは注目に値する。この
ことは後に論じることにして、もう一つ留意すべきことは、彼女のまなざしが
「私」に対してではなく、「私たち」に向けられているということである。内密な
視線の交換というより、階級の差異が問題になっていると感じられる。このこと
はまなざしによるばかりではなく、主人公の家族がゲルマント夫人の馬車に際か
れそうになること、また彼の「あまりエレガントでない一団」が彼女と同乗者の
笑いの種になっているらしく思えることも階級の差を際立たせている。それと同
時に主人公の劣等感が垣間見えるのである。
ケマールは第一期の草稿における「瞬時のヴィジョン」という性格を決定稿と
の相違と捉えているが、それだけでなく、カイエ 4 からカイエ12に至って、観察
より印象が、客観より主観が強調され、また正確な認識が困難にされることによ
り、ゲルマント夫人との最初の出会いは歴史的な意味における「事件」ではなく、
主人公の内的意識における「事件J という性格を帯びるようになっている。一方、
侮蔑的なまなざしゃ階級差を感じさせるような場面設定はゲルマント夫人の近寄
りがたさを表し、主人公のあこがれをなおさら強めるようになったのである。
2 第二期の草稿の分析(カイ工 13、 1 1)
初期のカイエを中心に研究したケマールはこれらの草稿を扱っていない。カイ
エ13 、 11 に含まれる、教会における出会いの場面は確かに印刷稿にかなり近いも
のであるが、テクストの生成過程を考察する上で無視できない草稿であり、とり
わけもう一人のヒロインであるジルベルトとの関連において重要である。
カイエ 13の冒頭に見られる「ゲルマント夫人との出会しU の断片は 1910年の春
頃に書かれたものと推定できる。実のところ、この年の春から夏にかけてプルー
ストは「ゲルマント」にまつわる一連の草稿を書いており l l\ カイエ 13における
13) Cahier 4. f"43r". R. '/、 l七 1. pp.813-814. 
14) カイエ28 (後 l) 、 38 (後下)、 13 、 30 、 37 、 51 (裏而)、 49 0 これらの草稿には小説の他の
部分の下 i!j: きも含んでいるが、「ゲルマント」に関する下占:きはほぼこの時期に集中的に書か
れている。なお、カイエ 13の第一|析片 (f出会いJ) では「伯爵犬人」、残りの部分では「公用
夫人」になっていることから、この間に少し時間の隔たりがあると抗定できる υ カイエ49以
外ではすべて「伯間夫人」である。カイエ51では「公悶・犬人」が加準として現れている。
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下書きも大部分が「ゲルマント」を中心にしたものである。その上、「出会い」の
エピソードの第一稿!日}はコンブレーの散歩道での出会いを前提としているのであ
る lヘ以上のことから、この段階ではゲルマント夫人の教会での登場は主人公に
とって初めての出会いではなく、二度目のことであり、このエピソードはおそら
くゲルマント夫人をめぐる一連の物語の冒頭に置かれる予定であったと推定でき
る。ほどなくこの第一稿が消され、左ページに第二稿が書かれた時、教会におけ
る出会いが最初のものとなるのだが、まだこの段階では小説のどこに挿入するか
は未定のままである。あるいはむしろプルーストはまだ当初の予定通り「ゲルマ
ント」の物語のプロローグにするつもりであったと考える方が妥当であろう。
カイエ13よりさらにおよそ一年の後の1911年春頃に執筆されたカイエ11 はカイ
エ68 とともに 1909年の秋以降に発展した「コンプレー」のモンタージュ用カイエ
である。「出会い」の断片の前に「ゲルマントの方の散歩」の一連のエピソードが
書かれており、この段階でブルーストは「出会い」を「散歩」の中に組み入れる
ことを決めたのである。このことは「散歩」の草稿に書き込まれている次のよう
な覚え書によっても明らかである一一一“ mettre ici Un jour ma m鑽e me clit (voir 
huit pages plus loin) )1;1 I散歩」のくだりは「教会」の場面が無理に組み込まれる
ことによって時間的、空間的には整合性が欠けるようになったが、ブルーストに
あっては時間的-空間的論理性より審美的要請の方が優っているのであり、この
ことによってメゼグリーズの方でのジルベルトとの出会いとゲルマントの方での
ゲルマント夫人との出会いが構成上シンメトリックな対を成すようになったので
ある。
第一期と第二期の草稿を比較してみると、出会いの場が異なっているのに加え
て、出会いの前の夢想の有無、出会いの時間の長短などの違いがある。このこと
はケマールがカイエ 4 、 12 と決定稿との相違として考察したものとほぼ同様であ
る。すなわち第二期の草稿はかなり印刷稿に近いということであるが、詳細に検
討すると、テクストの生成上の興味深い事実に行き当たる口
カイエ 13においては、ゲルマント夫人がコンブレーの教会にやって来るのは
「聖母マリア被昇天」の祝日であり、そのことを知らせるのは司祭である。他方カ
イエ11で、は決定稿と同様にベルスピエ医師の娘の結婚式に彼女が参列するという
ことになっている。カイエ13の第二稿、つまり教会でゲルマント夫人を見ること
15) 布ページに書かれている最初の稿を使'白: 1-_ í第一稿」と 11乎び、 kページの部分的な書き jl'( し
を「第二稿」と呼ぶ。
16) “[...] je rcmarqu日 i lI nc 日rande damc blonclc qllc jc n'av 日 is jamais \"uc <11I i 向日SC Illhlait ?celt' 
<jU (, j ・ avais cntre¥"lIc ('n voitllre [.J > (R. T.P. !, p.l474) 
17) 硝iかに 8 ページ先に
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が彼女との初めての出会いとなった断片で次のような加筆がある-(([…] je 
vis une grande femme blonde < ?la figure un peu rouge , ?nez pointu et aux yeux 
perçants , avec un bouton sur la joue > ) 181 このようにプルーストは意識的に彼女
の肉体的特徴がいきなり主人公の眼に飛び込むように仕組んでいるのである。こ
の草稿では主人公がゲルマント夫人を一目見たいと望んでいることが前提とされ
ているので、彼女に対する夢想のくだりがこの場聞の前に置かれる予定であった
と考えて間違いなし」しかるに最初に彼の眼に入るのは彼女の物質性であるとい
うことは、このエピソードのテーマが夢と現実の衝突であることを証している。
印刷稿では夢と現実の次元の相違ということに力点が置かれているが、この稿で
はゲルマント夫人の容姿の平凡さがあらわに語られている一一川ette fel1l1e vulｭ
gairement r馥lle)) (1下品なほど現実的な女性J) 、 αJe fus 騁onn? combien elle 
騁ait moins belle que je n'avais CI・ u 妙 (1彼女は私が思っていたよりはるかに美し
くないことに驚いたJ) 。第一期の「うっとりするような女性」とは対牒的な像と
なっているのである。
恋愛が生まれる上で「まなざし」が重要な契機になることは上にも述べた。第
一期の草稿では瞬時の印象が問題であったが、第二期の教会での出会いにおいて
「まなざし」は現実との接点となっている。しかし、カイエ13 とカイエ11は主人公
の視線に関して大きな相違を見せている口前者における彼のまなざしは消極的な
ものであり、「美しい目」と「カールした金髪」以外の肉体的個性は見ないように
するのである。つまり夢想と矛盾しないもののみを見て、それ以外を排除しよう
とする一一寸…] et tout en la regardant je pensais , et je cherchais ?ne pas regarｭ
der son nez , ?prendre un croquis il1complet d'elle d'o?mon r黐e p? s'駘ever , et 
regardant ses beaux yeux et ses cheveux cI'or cr麪el駸 qui l10ntaient si lisses jusｭ
qu'en casque sur sa tête , je ne regardais que cela, je ne voyais pas le reste […] )1 削
それに対してカイエ11では主人公のまなざしが積極的なものとなっている。ゲル
マント夫人の肉体上の特徴がその存在の正当なる情報として貴重なものとなり、
夢想に反するものを排除するどころか、想像をしっかり支えるものとして現実を
とらえる動きが見られるのである。ブルーストはこの場面で「まなざし」のもた
らす教訓に仙値を置くようになってきていると言うことができょう一一“ Et je la 
regarcIais encore attentivement comme si chaque regarcI e皦 pU mat駻iellement 
el1porter et me permettre de garder en moi d'une fa輟n si sûre , le souvenir du nez 
pro駑inent. cles joues rouges , cle toutes ces particularit駸 qui , maintenant que les 
18) プレイアッド版の Esquissc L¥VIII (p.8811 ではこの加準が抜けている υ
19) R.TI'. , 1, p.883. 
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pens馥s que j'y ajoutais et la peur d'avoir 騁? d鱸u me faisaient pr馗ieux COI1lJ11e des 
renseignements authentiques et singuliers. 抄訓
他方、ゲルマント夫人は主人公にどのような視線を投げかけているのであろう
か。意外なことにカイエ13において彼女は彼にまなざしを向けないのである。こ
れはおそらく、上でも述べたように、この草稿の第一稿では二度目の出会いとい
う設定であり、また第二稿で最初の出会いとなったものの、まだ「コンプレー」
に挿入する考えはなかったからであろう。これらのヴァージョンでは主人公のゲ
ルマント夫人に対する恋愛感情は既に確定しており、そのため現実と夢想との隔
たりが中心のテーマとなり、彼は現実を拒否することによって自分の夢を保とう
とする。ところがカイエ11 に至って、主人公の恋愛感情に二つの段階が認められ
るようになる。すなわち夢想の第一段階の後、現実のゲルマント夫人と出会って
一瞬失望を味わうが、彼女の「好意的なまなざし」によって思慕の気持ちが再燃
する一一一 αUn de ces souriants regards s'arr黎a sur moi. Il seml> lait qu'elle 
m ・aimait. ) ~ll 彼女が第一期の「侮蔑的なまなざし」とは正反対の「好意的なまな
ざし」を持っているのは注目すべきことである。
ここで思い出さなければならないのは、カイエ11の段階でゲルマント夫人の初
登場が「コンブレー」におけるゲルマントの方の散歩のくだりに挿入されること
によって、メゼグリーズの方に姿を現すジルベルトとシンメトリックな対を成す
ようになったということである。ジルベルトとの出会いにおいては、初期の草稿
の頃より常に「まなざし」が重要な役割を担っているが、その表情は大きく変化
しているご}。カイエ 4 、 12では主人公に幸福を約束する好意的なまなざしをスワ
ン嬢は持っているのだが、カイエ14以降それは不透明で不可解なもの、さらには
陰険で侮蔑的なものになってゆくのである。上で見たように、カイエ 12において
はゲルマントの散歩道を馬車で通り過ぎるゲルマント夫人は「侮蔑的なまなざし」
を持ち、ジルベルトはそれとは対照的に「好意的なまなざし」を持っている。つ
まりその後二人のヒロインの視線の表情は完全に交差したということなのである。
ところでカイエ 12のジルベルトについての断片とカイエ11のゲルマント夫人につ
いての断片を比較してみると興味深い事実がわかる。
20) R. T. Iベ， 1 ， p.886. 
21) R. T.P. 1. p.886 
22) i主 2 )に削げた拙稿を参l!Hのこと υ
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カイエ12 カイエ11
(ジルベルト) (ゲルマント夫人)
a) Ce 凶taient pas des paroles des a') [..] ses yeux , qui , [..し..…...]口..] é白印伽m附ne抗倒t壮taien
yeux , mais un silence des yeux , mais de des regards qui n 'é批taient que des pen-
ce silence si plein de pens馥s [.J sees. (["25 1'づ
(["21r") 
b) [..] d'apprend陀 qu'une jeune femme b ') [..] pour que nous aimions une 
jolie pourra 黎re poss馘馥 par nous peut femme vue […], il peut suffire aussi 
s凶ire ?d騁ermi qu'elle nous regarde avec douceur et 
(["22v") que nous pensions qu'elle pourrait nous 
appartenir. (f包5r")
c) […], dans la jeunese l'amour a tou ・ c') Lα fusio1t (L'union) des cぽurs qli 
jours pour but la fusion des cぽurs [… ] est le but de l'amour, au moins pendant 
(f"22v") la jeunesse […] (f"25r") 
カイエ12 とカイエ 11 は 2 年近い年月を隔てて作成されたものでありながらも、と
もに「コンプレーの散歩」を扱ったモンタージュ用カイエであり、カイエ 11 を執
筆する時にカイエ12を参照したことは疑いない。上の比較表において、同じ考え、
同じ表現が確かめられることから、プルーストがゲルマント夫人を描く際に、か
つてジルベルトに対して用いていた表現を借りてきたことは明らかである。さら
にカイエ 11では、ゲルマント夫人の「モーヴ、色」の瞳が「摘み取ることのできな
いツルニチニチソウい pervenche ぬ )J に警えられているのだが、この花の比聡
もカイエ12の同じテクストから来ているのではないかと思われる。その中でスワ
ン嬢は「忘れな草」に警えられているのだが、彼女は「ツルニチニチソウ」も採
集しているのである:九
初期のカイエにおけるジルベルトのまなざしが発する意味は明瞭であり、主人
公との聞にコミュニケーションが容易に成り立っている。彼女のまなざしは徐々
に「陰険」で「侮蔑的」なものに変わってゆくのだが、それは実は露骨な愛情表
現であったことが後に彼女自身によって明らかにされる。つまり幼い主人公が
シーニュの解読を間違ったのである。ジルベルトのまなざしの変化は『サント=
23) “[…], la petitc Swann cn capotc rosc ql1i vcnait cl COl1pcr Cjlclques flcurs clc pcrvcnchc, clc 
lob駘ia et cl l1yosotis. Elk、 avait clc-l1l'n1C lc、日 yC l1 X sin只1I 1iércm t' nt blc lI S, pas pr馗is駑ent 
bcallx , pas grancls , CO Il1Il1C<!C lI X pl'titcs flclIrs cl nC-nl 'ol1bl icz-pas cl ・lI n blcl1 clol1x ctnulel1cnt 
transparcnt.) (R. T.J>., 1, pp.818-819) 
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プーヴに反して』の構成2いから、「失われた時」と「見出された時」の対立を含む
『失われた時を求めて』の構成への変化を反映しているのである。「失われた時」
の探究はすなわち「真実」の探究である口ゲルマント夫人についても同じことが
言えるだろう。カイエロにおける彼女の「侮蔑的なまなざし」は階級差に基づく
ものであり、別の意味が隠されているわけではなし~ところがカイエ11では、“ il
semblait qu'elle m'aimait.)) (f彼女は私を愛しているように思えたJ) と書かれて
いるように、一方的な思い違いがある。彼女の「好意的なまなざし」は庶民に対
する貴族の形式的な愛想の良さにすぎないことを、社交界での経験のない主人公
にはまだ理解できないのである。
プルーストの小説の進化発展は様々なエピソードにおいてばかりでなく、作中
人物の造形の仕方においても確かめられる口ジルベルトとゲルマント夫人の「ま
なざし」の交換という極めて単純な発想の転換によって、二人のヒロインは「時
間」をテーマとする小説にふさわしい陰影に富んだ人物となったのである。
(大阪大学助教授)
24) 作品の最後に、「母との会話」という形式でサント=ブーヴに反する丈午:観がn自られる予定で
あったリ
